
(57)【要約】

【課題】挿入部先端へのバルーンの取り付け固定作業を

何度もやり直すことなく、超音波走査方向の背面方向へ

のバルーンの膨らみを確実に規制することができる超音

波内視鏡の先端部を提供すること。

【解決手段】挿入部先端を構成する先端部本体２の超音

波走査方向Ｕの背面側の、バルーン２０が膨らんでいな

い状態ではバルーン２０の外表面との間に隙間１１が生

じる位置に、バルーン２０が超音波走査方向Ｕの背面側

に向かって膨らみ始めるとバルーン２０の外表面が面状

に当接してその方向へのバルーン２０の膨らみが規制さ

れる板状部材９を設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 先 端 の 側 方 を 超 音 波 走 査 方 向 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 上 記 挿 入 部 先 端 の 側 面 に 配
置 さ れ 、 弾 力 性 の あ る 薄 膜 状 部 材 か ら な る 膨 縮 自 在 な サ ッ ク 状 の バ ル ー ン が 、 そ の 開 口 部
分 を 上 記 挿 入 部 先 端 に 緊 縛 す る こ と に よ り 上 記 挿 入 部 先 端 を 囲 む 状 態 に 着 脱 自 在 に 取 り 付
け ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、
　 上 記 挿 入 部 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 本 体 の 上 記 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 の 、 上 記 バ ル ー ン
が 膨 ら ん で い な い 状 態 で は 上 記 バ ル ー ン の 外 表 面 と の 間 に 隙 間 が 生 じ る 位 置 に 、 上 記 バ ル
ー ン が 上 記 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 に 向 か っ て 膨 ら み 始 め る と 上 記 バ ル ー ン の 外 表 面 が 面
状 に 当 接 し て そ の 方 向 へ の 上 記 バ ル ー ン の 膨 ら み が 規 制 さ れ る 板 状 部 材 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 板 状 部 材 が 、 上 記 先 端 部 本 体 に 固 定 的 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内 視
鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 板 状 部 材 が 、 上 記 先 端 部 本 体 に 一 体 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の
先 端 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 板 状 部 材 が 、 上 記 先 端 部 本 体 の 先 端 よ り 前 方 に 突 出 し な い 範 囲 で 後 方 か ら 前 方 に 向
か っ て 突 出 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 板 状 部 材 の 前 方 位 置 に あ た る 上 記 先 端 部 本 体 の 最 先 端 部 分 に 、 上 記 板 状 部 材 の 先 端
面 と の 間 に 隙 間 を あ け て 先 端 壁 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 は 液 体 中 は 伝 わ り 易 い が 空 気 中 は 伝 わ り 難 い 特 性 が あ る 。 そ こ で 超 音 波 内 視 鏡 の
先 端 部 に は 一 般 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 取 り 付 け ら れ て い る 挿 入 部 先 端 を 囲 む 状 態 に 膨 縮 自
在 な サ ッ ク 状 の バ ル ー ン を 取 り 付 け て 、 バ ル ー ン 内 に 脱 気 水 等 を 送 り 込 ん で 膨 ら ま せ る よ
う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た だ し 、 バ ル ー ン が 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 に 膨 ら む と 超 音 波 走 査 方 向 へ の 膨 ら み が 不
十 分 に な る の で 、 バ ル ー ン が 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 に 膨 ら む の を 規 制 す る 部 材 を 設 け て
、 超 音 波 走 査 方 向 に 効 率 よ く 膨 ら む よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ９ ８ ０ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 発 明 等 に お い て は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 バ ル ー ン ９ １ で 囲
ま れ た 挿 入 部 先 端 ９ ０ の 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ の 背 面 部 分 に 、 外 方 か ら バ ル ー ン ９ １ に 押 し 付
け ら れ る 単 品 の 固 定 部 材 ９ ２ を バ ル ー ン ９ １ と 共 に 嵌 め 込 む こ と が で き る 溝 ９ ３ が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 バ ル ー ン ９ １ を 間 に 挟 ん だ 状 態 で 固 定 部 材 ９ ２ を 溝 ９ ３ に 着 脱 す る こ と に よ り
、 挿 入 部 先 端 ９ ０ の 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ の 背 面 部 分 に バ ル ー ン ９ １ を 任 意 に 固 定 ／ 解 除 す る
こ と が で き 、 固 定 状 態 に す る こ と で 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に バ ル ー ン ９ １ が 超 音 波 走 査 方
向 Ｕ の 背 面 方 向 に 膨 ら む 動 作 が 規 制 さ れ る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 サ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て そ の 開 口 部 分 側 が 挿 入 部 先 端 に 緊 縛 固 定 さ れ た バ ル ー ン
９ １ は 、 固 定 部 材 ９ ２ に よ る 挿 入 部 先 端 ９ ０ へ の 固 定 位 置 が 少 し で も ず れ る と 挿 入 部 先 端
９ ０ に 対 す る 膨 ら み 方 に 歪 み が 発 生 し て し ま う 。 し た が っ て 、 固 定 部 材 ９ ２ を 何 度 が 装 着
し 直 さ な け れ ば な ら な く な る 場 合 が あ り 、 取 り 扱 い が 面 倒 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 挿 入 部 先 端 へ の バ ル ー ン の 取 り 付 け 固 定 作 業 を 何 度 も や り 直 す こ と な
く 、 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 方 向 へ の バ ル ー ン の 膨 ら み を 確 実 に 規 制 す る こ と が で き る 超 音
波 内 視 鏡 の 先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 先 端 の 側 方 を 超
音 波 走 査 方 向 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 挿 入 部 先 端 の 側 面 に 配 置 さ れ 、 弾 力 性 の あ る 薄 膜 状
部 材 か ら な る 膨 縮 自 在 な サ ッ ク 状 の バ ル ー ン が 、 そ の 開 口 部 分 を 挿 入 部 先 端 に 緊 縛 す る こ
と に よ り 挿 入 部 先 端 を 囲 む 状 態 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い
て 、 挿 入 部 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 本 体 の 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 の 、 バ ル ー ン が 膨 ら ん で
い な い 状 態 で は バ ル ー ン の 外 表 面 と の 間 に 隙 間 が 生 じ る 位 置 に 、 バ ル ー ン が 超 音 波 走 査 方
向 の 背 面 側 に 向 か っ て 膨 ら み 始 め る と バ ル ー ン の 外 表 面 が 面 状 に 当 接 し て そ の 方 向 へ の バ
ル ー ン の 膨 ら み が 規 制 さ れ る 板 状 部 材 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 板 状 部 材 が 先 端 部 本 体 に 固 定 的 に 設 け ら れ て い る と よ く 、 先 端 部 本 体 に 一 体 に 形
成 さ れ て い て も よ い 。 そ し て 、 板 状 部 材 が 、 先 端 部 本 体 の 先 端 よ り 前 方 に 突 出 し な い 範 囲
で 後 方 か ら 前 方 に 向 か っ て 突 出 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 板 状 部 材 の 前 方 位 置 に あ た る 先 端 部 本 体 の 最 先 端 部 分 に 、 板 状 部 材 の 先 端 面 と の
間 に 隙 間 を あ け て 先 端 壁 が 形 成 さ れ て い る と 、 体 内 挿 入 動 作 の 際 に 板 状 部 材 の 先 端 が 粘 膜
等 に ぶ つ か ら ず 挿 入 を 円 滑 か つ 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 挿 入 部 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 本 体 の 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 の 、 バ ル
ー ン が 膨 ら ん で い な い 状 態 で は バ ル ー ン の 外 表 面 と の 間 に 隙 間 が 生 じ る 位 置 に 、 バ ル ー ン
が 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 に 向 か っ て 膨 ら み 始 め る と バ ル ー ン の 外 表 面 に 面 状 が 当 接 し て
そ の 方 向 へ の バ ル ー ン の 膨 ら み が 規 制 さ れ る 板 状 部 材 を 設 け た こ と に よ り 、 バ ル ー ン を 超
音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 で 固 定 す る こ と な く 背 面 方 向 へ の バ ル ー ン の 膨 ら み を 規 制 す る こ と
が で き る の で 、 挿 入 部 先 端 へ の バ ル ー ン の 取 り 付 け 固 定 作 業 を 何 度 も や り 直 す こ と な く 、
超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 方 向 へ の バ ル ー ン の 膨 ら み を 確 実 に 規 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 挿 入 部 先 端 の 側 方 を 超 音 波 走 査 方 向 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 挿 入 部 先 端 の 側 面 に 配 置 さ
れ 、 弾 力 性 の あ る 薄 膜 状 部 材 か ら な る 膨 縮 自 在 な サ ッ ク 状 の バ ル ー ン が 、 そ の 開 口 部 分 を
挿 入 部 先 端 に 緊 縛 す る こ と に よ り 挿 入 部 先 端 を 囲 む 状 態 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 超 音
波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 挿 入 部 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 本 体 の 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側
の 、 バ ル ー ン が 膨 ら ん で い な い 状 態 で は バ ル ー ン の 外 表 面 と の 間 に 隙 間 が 生 じ る 位 置 に 、
バ ル ー ン が 超 音 波 走 査 方 向 の 背 面 側 に 向 か っ て 膨 ら み 始 め る と バ ル ー ン の 外 表 面 が 面 状 に
当 接 し て そ の 方 向 へ の バ ル ー ン の 膨 ら み が 規 制 さ れ る 板 状 部 材 を 設 け る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 に バ ル ー ン が 取 り 付 け ら れ て い な い 状 態 を 示 し
て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 の 側 面 に は 、 矢 印 Ｕ
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で 超 音 波 走 査 方 向 の 範 囲 が 示 さ れ る よ う に 側 方 を 扇 形 に 超 音 波 走 査 し て 超 音 波 断 層 像 を 得
る た め の い わ ゆ る コ ン ベ ッ ク ス タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ の 後 側 に 隣 接 す る 先 端 部 本 体 ２ の 後 側 半 部 に 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ に 向 け て 形 成 さ れ た 斜
面 ４ に は 、 光 学 観 察 像 を 取 り 込 む た め の 観 察 窓 ５ が 配 置 さ れ て 、 図 示 さ れ て い な い 対 物 光
学 系 や 固 体 撮 像 素 子 等 が 観 察 窓 ５ の 内 側 に 内 蔵 さ れ て い る 。 ６ は 照 明 窓 、 ７ は 処 置 具 突 出
口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 先 端 部 本 体 ２ の 中 間 位 置 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 後 端 に 隣 接 す る 部 分 に は 、 図 示 さ れ て い
な い バ ル ー ン の 開 口 部 分 を 緊 縛 し て 固 定 す る た め の 受 け に な る 円 周 溝 状 の バ ル ー ン 固 定 溝
８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 先 端 部 本 体 ２ の 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ の 背 面 位 置 に あ た る 部 分 に は 、 バ ル ー ン が 超 音 波 走 査
方 向 Ｕ の 背 面 側 に 向 か っ て 膨 ら み 始 め た と き に バ ル ー ン の 外 表 面 に 面 状 に 当 接 し て そ の 方
向 へ の バ ル ー ン の 膨 ら み を 規 制 す る 板 状 部 材 ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ ０ は 、 板 状 部 材 ９ の 前 方 位 置 に あ た る 先 端 部 本 体 ２ の 最 先 端 部 分 に 形 成 さ れ た 先 端 壁
で あ り 、 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 を 体 内 に 挿 入 す る 動 作 の 際 に 板 状 部 材 ９ の 先 端 が 粘 膜 等 に
ぶ つ か ら ず 挿 入 動 作 を 円 滑 か つ 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ が 設 け ら れ た 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 と 、 そ こ に 取 り 付 け ら
れ る 前 の 状 態 の バ ル ー ン ２ ０ と 、 バ ル ー ン 固 定 溝 ８ に バ ル ー ン ２ ０ の 開 口 部 分 を 緊 縛 固 定
す る た め の Ｏ リ ン グ ３ ０ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 バ ル ー ン ２ ０ と Ｏ リ ン グ ３ ０ は 、 共 に シ リ コ ン ゴ ム 等 の よ う な 弾 力 性 に 富 ん だ 材 料 に よ
っ て 形 成 さ れ 、 バ ル ー ン ２ ０ は 薄 膜 状 の 部 材 で 指 サ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て そ の 開 口 端 の 縁 部
に 口 元 リ ン グ ２ １ が 形 成 さ れ 、 Ｏ リ ン グ ３ ０ は 単 純 な 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 板 状 部 材 ９ は 、 先 端 部 本 体 ２ の 背 部 側 （ 即 ち 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ る 超 音 波 走 査 方 向
の 背 面 側 ） に 沿 っ て 先 端 部 本 体 ２ の 後 側 半 部 部 分 か ら 前 方 に 向 か っ て 延 出 す る 状 態 に 先 端
部 本 体 ２ に 一 体 に 突 出 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 板 状 部 材 ９ の 先 端 は 先 端 部 本 体 ２ の 先 端 よ り 後 方 位 置 に あ っ て 、 板 状 部 材 ９ の 内 側 部 分
に は 、 先 端 部 本 体 ２ に 対 し て 先 端 側 か ら 被 せ ら れ る バ ル ー ン ２ ０ が 緩 く 通 過 で き る 溝 状 の
隙 間 １ １ が 形 成 さ れ 、 そ の 隙 間 １ １ と 一 つ な が り に 、 板 状 部 材 ９ の 先 端 面 と 先 端 壁 １ ０ と
の 間 に も 隙 間 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 に バ ル ー ン ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て 膨 ら ん で い な い 状 態
を 示 し て お り 、 バ ル ー ン ２ ０ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ を 包 み 込 む 状 態 に 先 端 部 本 体 ２ の 先 側
半 部 に 被 せ ら れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 背 面 側 で は 隙 間 １ ２ ， １ １ 内 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て バ ル ー ン ２ ０ は 、 開 口 部 分 が Ｏ リ ン グ ３ ０ に よ り き つ く 締 め 付 け ら れ て バ ル ー ン
固 定 溝 ８ に 緊 縛 固 定 さ れ 、 Ｏ リ ン グ ３ ０ を バ ル ー ン 固 定 溝 ８ か ら 離 脱 さ せ れ ば バ ル ー ン ２
０ を 先 端 部 本 体 ２ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 な お 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 各 隙 間 １ ２
， １ １ は 、 バ ル ー ン ２ ０ の 口 元 リ ン グ ２ １ と Ｏ リ ン グ ３ ０ が 共 に 引 っ 掛 か り な く 通 過 で き
る 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 バ ル ー ン ２ ０ 内 に 脱 気 水 等 が 注
入 さ れ て バ ル ー ン ２ ０ が 膨 ら む と 、 図 １ 及 び そ の II－ II断 面 を 図 示 す る 図 ２ に 示 さ れ る よ
う に 、 バ ル ー ン ２ ０ が 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ る 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ と そ の 側 方 と に 膨 ら む 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し か し 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ る 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ の 背 面 側 に お い て は 、 バ ル ー ン ２ ０
が 膨 ら み 始 め る と 板 状 部 材 ９ に バ ル ー ン ２ ０ の 外 表 面 が 面 状 に 当 接 し て そ の 方 向 へ の バ ル
ー ン ２ ０ の 膨 ら み が 規 制 さ れ る の で 、 バ ル ー ン ２ ０ が 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ 側 に 効 率 よ く 膨 ら
む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 バ ル ー ン ２ ０ は 開 口 部 分 が Ｏ リ ン グ ３ ０ で 先 端 部 本 体 ２ に 固 定 さ れ て い る だ け
で 、 超 音 波 走 査 方 向 Ｕ の 背 面 側 に お い て は 板 状 部 材 ９ に 面 状 に 当 接 し て い る だ け な の で 、
先 端 部 本 体 ２ に 対 す る バ ル ー ン ２ ０ の 膨 ら み 方 に 全 体 的 に 歪 み が 発 生 せ ず 、 先 端 部 本 体 ２
に 対 す る バ ル ー ン ２ ０ の 取 り 付 け 固 定 作 業 を や り 直 す 必 要 が 生 じ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の バ ル ー ン が 膨 ら ん だ 状 態 の 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の バ ル ー ン が 膨 ら ん だ 状 態 の 正 面 断 面 図
（ 図 １ に お け る II－ II断 面 図 ） で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の バ ル ー ン が 取 り 付 け ら れ て い な い 状 態
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に バ ル ー ン を 取 り 付 け る 際 の 状 態 の 側 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に バ ル ー ン が 取 り 付 け ら れ て 膨 ら ん で い
な い 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の バ ル ー ン が 膨 ら ん だ 状 態 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体
　 ３ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ８ 　 バ ル ー ン 固 定 溝
　 ９ 　 板 状 部 材
　 １ ０ 　 先 端 壁
　 １ １ 　 隙 間
　 １ ２ 　 隙 間
　 ２ ０ 　 バ ル ー ン
　 ３ ０ 　 Ｏ リ ン グ
　 Ｕ 　 超 音 波 走 査 方 向
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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